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要 旨

現在，日本で用いられている市販シンボルは，白地に黒線で描かれた絵柄の

（ ）と黒地に白線で描かれた絵柄の （ ）である．両者は抽象化さ

れたシンボルという点で似通っているものの，図と地の色（白，黒）が反転した状態である．

今回，同じ絵柄でありながら，図と地を反転（白黒反転）させたシンボルでは，シンボルの受信者側はどの

ようなイメージの違いをもつのかに疑問をもった．そこで本研究では，シンボルの受信者側が，白地に黒線画

のシンボルおよび黒地に白線画のシンボルから受けるイメージを比較するために， 名の成人を対象として，

形容詞，動詞，名詞に相当するシンボルのイメージ測定を行い，シンボルコミュニケーションを行なう上で，

より妥当なシンボルの選定を行なうことを目的とした．結果，形容詞，動詞，名詞の 語中 語で白地に

黒線画のシンボルより黒地に白線画のシンボルの方が，対象となる語をより的確に表していると評価された．

また，シンボル全体でのイメージ評定では， 語中 語全てに有意差が認められ，黒地に白線画のシンボルよ

り白地に黒線画のシンボルの方が，肯定的イメージを持たせやすい可能性が考えられた．

キーワード ，シンボルコミュニケーション，図と地，白黒反転，
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【はじめに】

表出障害をもつ人のコミュニケーション方法確保

ための研究領域に拡大・代替コミュニケーション

（ ．以下，

）がある．中邑 ）は について

（ ，

， ）の定義を， とは重度の表出障害

を持つ人々の形態障害（ ）や能力障害

（ ）を補償する臨床活動の領域を指すと要

約している． の意志発信技法にシンボルを用

いたコミュニケーションがある．石原 ）のシンボル

についての定義を概括すると，シンボルとは，単な

る物ではなく，表示という機能を担う実体であり，

この表示機能こそシンボルの本質的特徴であるとま

とめられる．そのためシンボルは，物の名前である

名詞にとどまらず，状態を表す形容詞，動きを表現

する動詞をシンボル化することが可能である．

現在，日本で用いられている市販シンボルについ

て稲田 ）は， （以下，

）と （以下，

）を示しているが， は白地に黒線で描かれ

た絵柄で，アメリカ，イギリスを中心に普及してい

る．シンボル数は 個以上で，動詞，人，名詞等

のカテゴリーが設定されている．口語的な表現が含

まれているため，より実際の会話に近いやりとりが

可能になっている．一方 は黒地に白線で描か

れた絵柄で，北米を中心に普及している．

と呼ばれる具体的なシンボルと と呼

ばれる抽象的なシンボルの 種類に大別・構成され

ている．シンボル数は 個（日本版 年）

である．両者は抽象化されたシンボルという点で似

通っているものの，図と地の色（白，黒）が反転し

た状態にある．

シンボルの図と地の配色（白，黒）について

藤澤は，白と黒の対照性によって，対象物が明確に

認識できる ）と述べているが，似通った絵柄で，図

と地を反転（白黒反転）させたシンボルでは，シン

ボルの受信者側がイメージの違いをもつ可能性が否

定できない．そこで本研究では，シンボルの受信者

側が，白地に黒線画のシンボル（以下，白地 黒線

画シンボル）および黒地に白線画のシンボル（黒地

白線画シンボル）から受けるイメージを比較する

ために，成人を対象として，形容詞，動詞，名詞に

相当するシンボルのイメージ測定を行い，シンボル

コミュニケーションを行なう上で，より妥当なシン

ボルの選定を行なうことを目的とした．

使用シンボルは，使用許可の得られた

（ ，（株）アクセス・インターナ

ショナル）を使用した．

【方法】

．対象

県にある専門学校生 ・ ・ 年生 名に依頼

した（男 名，女 名）．年齢は 歳（平均

歳）であった．

．手続き

評定用のシンボルとして の白地 黒線画シ

ンボル（通常の状態）と の図と地を反転（白

平成 年度 高知リハビリテーション学院紀要 第 巻



黒反転）させた黒地 白線画シンボルを使用した．

黒地 白線画シンボルは白地 黒線画シンボルと同

一の絵柄であり，両者は，図と地が反転（白黒反転）

している．シンボルの大きさを縦 横 に統

一して，評定用紙の左側に白地 黒線画シンボル，

右側に黒地 線画シンボルと対照に配置した．各シ

ンボルには つめたい とどの程度感じますか

という言語提示をして，白地 黒線画シンボル 黒

地 白線画シンボルの対照表示についてのイメージ

評定を求めた（図 ）．実施は集団形式で一斉に行

ない， の白地 黒線画シンボルと黒地 白線

画シンボル各々 語（形容詞，動詞，名詞各々 語）

に対し，記述されている品詞についてどの程度その

語のイメージが感じられるかを 非常に感じる か

ら 非常に感じない の 段階評定を行なった．

語の選定に関しては，形容詞では，感情表現語，

状態を示す語，美的表現語について，できるだけ語

数が均等になるよう配慮した．動詞では，身体表現

のある語，物品を使用した語，身体表現と物品のあ

る語について，できるだけ語数が均等になるよう配

慮した．名詞では，食べ物，動物，乗り物，おもちゃ

の語数が，できるだけ語数が均等になるよう配慮し

た．

さらに， のモノクロシンボルとカラーシン

ボルから受ける全体的イメージについて， 明るい

暗い 等の尺度を作成し， 法用いて 段階評

定も行なった．

評定値の解析では， の白地 黒線画シンボ

ルと黒地 白線画シンボルの各形容詞についての平

均値及び標準偏差を算出し，対応のある 検定を

行った．いずれも有意水準は危険率 ％未満とした．

【結果及び考察】

．形容詞のイメージ

検定の結果を表 に示した． 語中 語に有意差

が認められ，また， 語について有意傾向が認めら

れた．白地 黒線画シンボルの方が高い評定値を示

した語は， うるさい，わるい（以上， ），

こわい（ ） であった．黒地 白線画シンボ

ルの方が高い評定値を示した語は， たのしい，す

ずしい（以上， ），つめたい，はやい（以上，

），かるい，（ ），いそがしい（ ）

であった．有意差のみられなかった語は うつくし

い であった．

白地 黒線画シンボルの方が高い評定値を示した

語 うるさい，わるい，こわい は，表情だけで絵

が構成されており，表情の場合，白地に黒線で描か

れた情報の方が，状態をイメージしやすいことが考

えられた．黒地 白線画シンボルの方が高い評定値

を示した語 たのしい，すずしい，つめたい，はや

い，かるい，いそがしい は，語の状態をよりよく

表すために付加情報が追加されている．例えば す

ずしい には扇風機でおくる風が追加され， いそ
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図 評定用紙の例

表 形容詞の各指標，標準偏差， 値

白地 黒線画 黒地 白線画
値

うつくしい
つめたい
たのしい
かるい
うるさい
こわい
すずしい
わるい
いそがしい
はやい

， ， ，



がしい には蜂の動き回る軌跡が追加されている．

黒地 白線画シンボルでは，付加情報の抽出がより

容易になるのではないかと思われた．

．動詞のイメージ

検定の結果を表 に示した． 語中 語に有意差

が認められ，また， 語について有意傾向が認めら

れ，黒地 白線画シンボルの方が高い評定値を示し

た． あるく，のむ，あそぶ，ねる，たべる，（以上，

），すべる，はしる，（ ），かう（ ），

ひく（ ），有意差のみられなかった語は み

る であった．

語中 語に有意差が認められ，また， 語につ

いて有意傾向が認められ，黒地 白線画シンボルの

方が高い評定値を示したことは，動詞では，動き・

動作を伴ったシンボルの場合，黒地 白線画が，提

示されたシンボルの持つ意味をより強めることが伺

えた．有意差のみられなかった語 見る では，シ

ンボルに描かれた目の部分（両目）が正面を見据え

ている状態が描かれているが，図と地の反転が行わ

れても，情報の変換の強弱に変化が少なく，大差な

く感じられたことが考えられた．

．名詞のイメージ

検定の結果を表 に示した． 語中 語に有意差

が認められ， 語について有意傾向が認められ，黒

地 白線画シンボルの方が高い評定値を示した．

らーめん，ぞう，みずうみ，たばこ，はな（以上，

），ふね，いぬ（以上， ），りんご，

ぼーる（以上， ），くるま（ ） であっ

た．

黒地 白線画シンボルの方が，対象となる語をよ

り的確に表しているという結果については，図と地

の明度差と立体効果の関与があげられる．図と地の

明度差と立体効果について林は，明度差が等しかっ

たり，近い場合は図と地に分化しにくく形が不鮮明

になってしまう ）と述べている．また色彩学の分野

で図と地の色の組み合わせによる視認性の順位につ

いて太田，河原 ）は，黒地に白の図が 位で，白地

に黒の図が 位であることを示している．この様な

要件が，黒地 白線画シンボルの方が，より対象と

なる語をより的確に表しているという結果につな

がったと考えられた．

イメージ評定で 語中 語に有意差が認められ，

語について有意傾向が認められた．黒地 白線画

シンボルの方で高い評定値を示したことは，動詞と

同様に，黒地 白線画が，提示されたシンボルの持

つ意味をより強めることが伺えた．有意傾向のみら

れた語 車 では，簡略化された乗用車が描かれて

いるが，図と地の反転が行われても，情報の変換の

強弱に変化が少なく，大差なく感じられたことが考

えられた．
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表 動詞の各指標，標準偏差， 値

白地 黒線画 黒地 白線画
値

あるく
のむ
あそぶ
ねる
すべる
はしる
たべる
かう
みる
ひく

， ， ，

表 名詞の各指標，標準偏差， 値

白地 黒線画 黒地 白線画
値

らーめん
ぞう
みずうみ
たばこ
ふね
りんご
いぬ
はな
ぼーる
くるま

， ， ，



．モノクロ及びカラーシンボルのイメージ

検定の結果を表 に示した． 形容詞対中 形容

詞対全てに有意差が認められた． わかりやすい

わかりにくい，かたい やわらかい，あたたかい

つめたい，暗い 明るい，静的 動的（以上，

），好き 嫌い，抽象的 具体的（ ），

であった．また，全ての形容詞対について，白地

黒線画シンボルの方が，わかりやすい，やわらかい，

あたたかい，明るい，動的，好き，具体的 という

比較的肯定的なイメージが算出された．

シンボル全体のイメージ評価では，白地 黒線画

シンボルの方が，肯定的イメージを持たせやすい結

果となった．このことは白地と黒地という背景色が

関与していると考えられる．色の効果について大山

は，暖色，寒色といわれるように色は温度感覚にも

影響し， 暖かさ ， 冷たさ で象徴される感情の

問題とも関連する ）と述べているが，これがシンボ

ルの背景色が暖色系の白地である白地 黒線画シン

ボルの方が肯定的イメージを持たせやすい理由と思

われた．

今後の課題として，白地 黒線画シンボルと黒地

白線画シンボルそれぞれについて，シンボルを使

用する場合の，受信者側の認知度や視覚的な負担度

について検討する必要がある．

【結論】

本研究では，形容詞，動詞，名詞の 語中 語で．

白地 黒線画シンボルより黒地 白線画シンボルの

方が，対象となる語をより的確に表しているという

結果となった．また，白地 黒線画シンボル，およ

び，黒地 白線画シンボル全体のイメージ評価では，

黒地 白線画シンボルより白地 黒線画シンボルの

方が，肯定的イメージを持たせやすい可能性も示唆

された．
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表 黒 白の全体的イメージの各指標，標準偏差， 値

白地 黒線画 黒地 白線画
値

好き 嫌い
わかりやすい わかりにくい
かたい やわらかい
あたたかい つめたい
暗い 明るい
静的 動的
抽象的 具体的




